
大

は
、
ま
だ
ま
だ
二
十
九
年
に

お
い
て
も
持
続
す
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
前
に
述

べ
た
一
世
帯

当

り
平
均
八
四
円
の
保
険
料
引

上
げ
で
は
全
面
的
な
給
付
改
善

は
困
難

な
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

然
し
現
在
の
国

保
の
給
付
内

容

は
非
常

に
不
完
全
な
も
の
で

、
前
述

の
給
付
制
限
解

除
ま
で

漸
次
向
上
せ
ね

ば
な
ら

ず
そ
の

財
政
的
裏
付
は
ど
う
し
て
も
保

険
料
引
上

に
結

び
つ

く
事
に
な

り
ま
す

。

現
在
市
民
の
担
税
力
は
そ
の

限
界

に
近
い
と
み
ら
れ
、
こ
れ

以
上
保
険
料
の
引
上

げ
も
困

難

此
の
よ

う
な

受
診
率
の
増

毎
月
一
、
〇
七
〇
、
四

九
三

円

の
医

療
費
支
払
増
と
な
り
こ

れ
を
保
険
料
で
賄
な
う
と
す
れ

ば
被
保
険
者
一

世
帯
当

り
平
均

八
四
円
の
月
額
増

と

な

り

ま

す
。然

し
最
近

の
国
保

の
利
用
状

況
は
被
保
険
者
の
自
覚
と
各
診

療
担
当
医
の
協
力
に
よ
つ
て
漸

次
上
昇
の
一
途
を
辿
つ
て
お
り

ま
す
。

（
健
保
、
共
済
等
）
に
お
い
て

も
、
そ
の
給
付
期
間
は
二
年
と

し
て
以
後
の
給
付
を
停
止
し
て

居
り
ま
し
た
が
二
十
八
年
八
月

健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
三
年
に
延
長
昭
和
二
十
八
年

十
一
月
一
日
よ
り
適
用
さ
る
ゝ

こ
と
ゝ
な
り
ま
し
た
事
は
既
に

御
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

市
で
も
二
十
八
年
度
に
お
い

て
保
険
料
の
徴
収
実
績
の
向
上

と
国
庫
補
助
の
増
加
に
よ
り
現

行
の
保
険
料
で
、
一
部
の
給
付

之
に
つ
い
て
　

社
会
保
険

政

府
に
お
い
て
は
国
民
病
で

あ
る
結
核
対
策
と
し
て
、
結
核

予

防
法

に
よ
り
そ
の
適
用

を
受

け
る
も
の
に
つ

い
て
は
半
額
を

国
庫
負
担
と
し
て
患
者
負
担
の

軽
減
を
図
り
医
療
を
容
易
な
ら

し
め
て
居

り
ま
す
が
結
核
の
療

養
に
は
長
期
且
つ
多
額
の
費
用

を
要
し
ま
す
。

も
重
要
な
も
の
は
種
々
異
論
も

あ
り
ま
す
が
結
核
対

策
で
あ

り

ま
す
。

療
養
給
付
制
限
の
弓
ち
最

な
状
態
で
あ
り
ま
す

。

現
在
市
が
行
つ
て
居
る
国
民

健
康
保
険
の
療
養
給
付
の
制
限

を
解
除
す
る
と

延

長

さ

れ

た

給

付

期

間

国
保
給
付
内
容
が
變
り
ま
し
た

初
　

診
　

料

往
　

診
　

料

給

付

期

間

一

年

延

長

歯

科

補

綴

入
院
給
食
費

訓

項
　
目

円

一
八
四
、
○
○
○

二
○
三
、
一
七
○

一
九
八
、
九
一
二

二
四
二
、
二
四
○

二
四

三
、
一

六
一

一
、
○
七
○
、
四
九
三

月
額
所
要
経
費

円

二
、
二
〇

八
、
〇
〇
〇

二
、
四
二

六
、
〇
四
〇

二
、
三
八
六
、
九
四
四

二
、
九
〇

六
、
六
八
〇

二
、
九
一

七
、
九
三
二

一
二
、
八
四

五
、
七
九
六

年

額

所

要

経

費

結

核
性

疾
病
並
に
精
神
病

に

つ
い
て
は
三
年
其
の
他
の
傷

病
に
つ
い
て
は
期
間
の
制
限

は
全
息
し
な
い
事
に
な
り
ま

し
た
。

順
次
改
善
し
て
立
派
な
国
保
に

育
で
上

げ
る

た
め
一
層
市
民
各

位
の
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま

す
。
　
　
　
　
　

（
保
険
課

）

今
度
の
條
例
改
正
よ

り
結
核
に
つ
い
て
は
二
年

其
の
仙
の
傷
病
は
一
年
の
給

付
期
間
で
あ
つ
た
の
が

改
正
前
は

制
限
解

除
を
行

え

る
見
通

し
を

得

、
他
の
社
会
保
険
と
の
関
連

其

他

を
考
慮
し
て
給
付
期
間
を

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
一
日
に

遡

り
延
長
す

る
事
に
な

り
ま
し

た
。

〃二
九
日
(
水

) 〃二
七
日
(
土

) 〃二
六
日
(
金

) 〃二
五
日
(
木

) 〃二
四
日
(
水

) 〃二
三
日
(
火

) 〃二
二
日
(
月

) 〃二
〇
日
(
土

) 〃一
九
日
(
金

) 〃一
八
日
(
木

) 〃一
七
日
(
水

) 〃一
六
日
(
火

) 〃一
五
日
(
月

) 〃一
三
日
(
土

) 〃一
二
日
(
金

) 〃一
一
日
(
木

) 〃一
〇
日
(
水

) 〃
九
日
(
火

) 三
月
八
日
(
月
)

検
査
月
日

旧

市
内

の
医

師
薬
剤
師
関
係

内
海
、
小
内
海
、
野
島

地
区

旧
青
島

村
（

但
し
内
海
以
南

を
除
く
）

旧
木
花
村
全
域

恒

久
、
田

吉
、
赤
江

、
城

ヶ

崎

、
南

方
、
郡
司
分
、
線
路
よ
り
東
一
円

太
田
北

、
南

、
及

鉄
道

線
路

よ

り
西
一
円

淀
川

、
谷
川

、
中
村

、
大

塚

福
島

、
古
城

旭
通

、
松

山
、
瀬
頭
、
吉

村
西

広
島

、
広
別

、
宮
田

上
野
町
、
恵
美
須
仲
町

、

橘
通
末
広
、
松
橋
、
材
広
元
宮

和
知
川

原
、
大
工

、
清
水

、

橘

、
高
松

吉
村
南

．
吉

村
北

、
新
別
府

山
崎

、
阿
波
岐
原

大
島

、
東
大
島

東
雲
、
深
坪

、
権
現

神
宮
、
丸
山

、
江
平

池
内

、
長
屋
南
方

、
下
北
方

村
角

、
花
ヶ
島

、
神
宮
東

旧
瓜
生
野
村
全
域

旧
倉
岡

村
全
域

検
査
区

域
（
旧
区

会
別
）

県
庁
商
工
課
内

計
量
器
検
定
所

青

島

支

所

内
海
出
張
所

青

島

支

所

亀
山
病
院
前

赤

江

支

所

大
淀
小

学
校

大
淀
小
学
校

市
　

役
　

所

市
　

役
　

所

市
　

役
　

所

小
戸
小
学
校

小
戸
小
学
校

檍
小
学
校

東
大
島
教
育
所

東
中
学
校

東

中

学

校

大

宮
小
学
校

瓜
生
野
支
所

倉

岡

支

所

検
査
場
所

商
工

観
光
課

で
は
計
量
法

に

よ
つ
て
今
年
も
三
月
八
日
か
ら

十
八
日
ま
で
市
内

各
所
で
次

の

日
割
で
計
量

器
の
定
期
検
査

を

行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

計
量

器
を
使
用

さ
れ
て

い
る

皆
さ
ん
！

正

し
い
計
量
器

は
皆
さ
ん
の

心

を
正

し
く
い
た
し

ま
す
。

洩
れ
な

く
検
査
を
受

け
て
下

さ
い
。

貴
方
の
計
量
器
は

大
丈
夫
で
す
か
？

昭

和
二
十

九
年
度

の
保
育

所

入

所
児
童

を
二
月
十

五
日

か
ら

三
月
十
五
日
ま
で

、
募
集
い

た

し
ま
す
。

希
望
者

の
方
は
二
月
十
五
日

か
ら
三
月
十
五
日

ま
で

に
近

く

の
民
生
委
員

か
又

は
保
育

所
で

申
込
用
紙
（
所

定
様

式
）
の
配

布
を
受

け
、
所
要

事
項

を
記

入

の
上
関
係
証
明
書
を
添
付
し
て

希
望
保
育
所
へ
提
出
し
て
戴
く

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

保
育
所

と
は
①
種
類

の
如
何

に
拘

ら
ず
広

く
保
護
者

が
一

般

の
労
働
に
從
事
し
て
い
る
場
合

②
或
は
保
護
者
が
長

く
病
床

に

あ
り
③
家

族
に
病
人

が
あ

り
保

護
者
が
児

童
の
面

倒
が
見
ら

れ

な
い
場
合

な
ど
に
そ
の
児
童

を

入
所

さ
せ
る
の
で
す

が
現
在
市

内

に
は
三
一
ヶ

所
、
約
二
千
人

が
定
員
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

保
育
所
の
入
所
生
募
集

昭

和
二
十

九
年
度

の
小
中
学

校

新
入

学
生

が
決
ま

り
ま

し
た

今
回

の
新
入

学
生
は
一
月

三
十

日
現
在
小
学
校

が
男
子
二

、
一

八

九
名

、
女
子
二

、
〇

五
○
名

で
計
四
、
二
三
九
名
。

中
学
校
が
男
子
一
、
四
八
〇
、

女
子
一

、
三
八
七
名
計
二
、
八

昭
和
二
十
九
年
度
新
入
学
生
決
ま
る

小
学
校
四
、二
三
九
名

中
学
校
二
、
八
六
七
名

六
七
名
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

市
内
川

原
町
三
四
番
地
の
小

林
行
治
さ
ん
は
二
月
十
日
亡
妻

志
洲
江
さ
ん
の
忌
明
け
に
民
主

館
へ
壱
万

円
を

又
富
田
村
日
赤
奉
仕
団
（
団

長
伊

藤

ヨ
シ
ノ
さ
ん
）
は
二
月

八
日
少
戸
母
子
寮
を
訪
れ
餅
一

箱
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

心

の

灯

お
宅
の
塵
箱
は
空
い
て
お
り
ま
す
か

塵
芥
運
搬
は
衛
生
課
へ

今
年
も
新
入
学
の
季
節
が

や
つ
て
き
た
。
父
兄
の
祈

り
を
受
け
乍
ら
子
供
達
は

団
体
生
活
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
し
め
る
。

新
ら
し
い
ク
ツ
や
ラ
ン
ド

セ
ル
に
抱
く
幼
い
興
味
が

や
が
て
大
き
い
「
考
え
る

葦
」
を
作
る
よ
う
に
私
た

ち
は
祈
ろ
う
。

春
ひ
ら
く

お
宅
の
塵
箱
は
空
い
て
お
り

ま
す
か
。
若
し
塵
箱
が
一
杯
に

な
つ
て
も
処
理
運
搬
が
で
き
な

い
と
き
は
衛
生
課
の
清
掃
係
に

御
連
絡
下
さ
い
。

直
に
処
理
を
行
な
い
ま
す
。

新
ら
し
く
塵
取
り
を
申
込
ま

れ
た
い
方
は
一
ヶ
月
分
二
〇
円

か
ら
千
五
百
円
（
普
通
家
庭
は

四
〇
円
か
ら
五
〇
円
）
で
契
約

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
衛
生
上
と
く
に
不
潔

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

市
役
所
、
そ
し
て
市
政
に
た

い
す

る
御
意
見

を
お
持

ち
の
方

は
い
ら
つ
し
や
い
ま
せ
ん
か
。

貴

方
は
市
役

所
に
広
報
係
の

あ
る
こ
と
を
御
承
知
で
し
よ
う

か
。広

報

係
は
貴
方
の
声
を
市
役

所
に
仲
介
す

る
機
関
で
す
。

ど
う
ぞ
御
意
見
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
の
行
方

◇
締
　
切

三
月
十
五
日
、
発

表
四

月

一
日
、
発
表
会
は
レ
コ
ー

ド
吹
込
み
の
ほ
か
四

月
十

主
体
に
し
た
も
の
で
な
く

と
も
よ
く
、
広
く
日
向
の

民
情
、
風
土
を
象
徴
す
る

も
の
。

二
、
必
ず
し
も
宮
崎
市
を

オ
テ
モ
ヤ
ン
、
小
原
節
の

よ

う
に
方
言

を
用
い

ユ
ー

モ
ラ
ス
な
も
の
も
可
）

一
、
歌
い
易
く
鄕
土
色

豊
か
な
も
の
（
例
え
ば

【
募
集
要
項
】
歌
詞

現
在
迄
歌
わ
れ
て
き
た
古
い

「
ひ
え
つ
き
節
」
や
「
刈
干
切

唄
」
な
ど
と
と
も
に
市
民
は
も

と
よ
り
広
く
県
民
、
県
外
の
人

々
に
も
親
し
ま
れ
る
新
し
い
日

向
民
謠
募
集
に
振
つ
て
御
投
稿

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

さ
れ
る
　
日
向
新
民
謠
を

募

集

す
る
事
に
な
り
ま
し
た

本
市

で
は
来

る
四
月
一
日
、

輝
か
し
い
三
十
周
年
を
迎
え

ま

す
。
こ
の
よ
き
日
を
祝
福
す
る

意

味
で
市
で

は
、
末
永
く
愛

唱

「
日
向
新
民
謠
」
懸
賞
募
集

宮
崎
市
制
三
十
周
年
記
念

作
家
中
村
地
平
、
Ｍ
Ｇ
放

送
部
長
高
林
栄
、
音
楽
愛

好
家
池
田
鋼
士
郎
、
作
家

黒
木
清
次
、
著
述
家
原
田

喜
一
郎
、
毎
日
新
聞
宮
崎

支
局
長
木
脇
寛
重
、
宮
大

教
授
相
良
徳
三

◇
審
査
員
　
（
敬
称
略
）

宮
崎
市

が
所
有

、
作
品
の

一
部

を
加

筆
す
る
こ
と
が

あ
る
。
応
募
作
品
は
返
却

し
な
い
。

◇
版
　
權

宮
崎
市
役
所
庶
務
課
記
念

事
業
係
宛

◇
送
り
先

一
等
　

二
万
円

副
賞

毎
日
新
聞

社
賞

二
等
　

一
万
円

副
賞

同

三
等
　

五
千
円

副
賞
同

◇
賞
　
金

五

日

か
ら
の
　「
藤
ま
つ

り
」
に
芸
能
人
に
よ
る
発

表
を
行
う
。

市
民
の
声
募
集

皆
さ
ま
の
ご
希
望
を
ど
う
ぞ

広
報
係
で
は
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
市
民
の
声
と
し

て
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

文
書
で
も
電
話
（
二
、
〇
一
五
番
）
で
も
口
頭
で

も
結
構
で
す
。

ど
し
　
　
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

お
さ
め
て
下

さ
い

納
期
２
月
2
0日

お
く
れ
ぬ
よ
う
に

固定資産税
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市
民
の
手
と
足
（
そ
の
一
）

塵
芥
運
搬
車
同
乘
記

衛
生
課
清
掃
係
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
記
者
は
一
日
塵
芥
処

理
運
搬
車
に
便
乗
す
る
。

昭
和
二
十
七
年
三
月
市
が
四

十
三
万
円
を
投
じ
て
当
時
の
占

領
軍
か
ら
払
下
げ
を
受
け
た
こ

の
車
を
係
員
は
一
名
「
ガ
マ
」

と
い
う
親
し
み
を
こ
め
た
名
を

以
つ
て
讃
美
？
す
る
。

午
後
九
時
、
市
庁
舎
前
を
出

発
、
車
は
六
名
の
係
員
を
乗
せ

寒
風
を
つ
い
て
橘
通
り
を
真
直

に
南
へ
。
記
者
は
助
手
席
に
便

乗
さ
せ
て
貰
つ
た
が
両
側
に
窓

線
に
分
け
、
午
前
と
午
後
の
二

回
、
月
間
約
三
十
件
の
運
搬
申

込
の
処
理
に
ガ
マ
は
活
躍
す

る
。
現
在
塵
運
搬
に
使
用
さ
れ
て

い
る
の
は
運
搬
車
一
台
、
手
引

車
一
四
台
、
馬
車
六
台
、
市
内

を
從
横
に
区
切
つ
て
洩
れ
な
い

清
掃
が
毎
日
黙
々
と
し
て
続
け

ら
れ
て
い
る
。

市
内

を
一
号
線
か
ら
五
号

が
な
く
非

常
に
寒
い
。

後
部
に
立
つ
て
い
る
人
達
の

こ
と
が
ち
よ
つ
と
気
に
な
る
。

〃
　
〃
″
　
二
七
日

″
　
二
六
日

″
　
二
五
日

″
　
二
四
日

〃
　
〃 ″
　
二
三
日

〃
　
〃 ″
　
二
二
日

″
　
一

九
日

″
　
一
八
日

〃
　
〃
二
月
一
七
日

月
　
　
日

第
一
班

午
前

十
時

か
ら

正

午

ま

で

午
前
十
時
か
ら

正

午

ま

で

午
前
九
時
か
ら

正
午
ま
で

午
前

九
時

か
ら

午
後
一

時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

午
後
二
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

正

午

ま

で

午
後
一
時

か
ら

午
後
三

時
ま
で

午

前
九
時

か
ら

正

午

ま

で

午
前

九
時
よ
り

午
後

一
時

ま
で

午
前
九
時
よ
り

午
後
一
時
ま
で

午
後
一
時
よ
り

午
後
三
時
ま
で

午
前
九
時
よ
り

正

午

ま

で

時

″

内
海

青
島
折
生
迫

″
鏡
洲

″

熊
野

木
花
木
崎

江
佐
原
十
字
路

国
富
小
学
校

津
和
田
誘
導
路

恒
久
小
学
校

古
城
町
山
城

祇
園
神
社

大

塚
公

民
館

大
工
町
十
字
路

下
北

方
広
場

実

施

場

所

家
庭
伝
染
病
予
防
法
に
基
く

牛
馬
の
炭
疽
病
予
防
注
射
を
二

月
十
七
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

次
の
日
割
で
実
施
い
た
し
ま

す
。
注
射
料
金
は
一
頭
五
〇
円
、
当

日
は
血
統
書
又
は
牛
馬
籍
証
明

書
を
必
ら
ず
持
参
し
て
下
さ
い

一
、
分
娩
前
後
約
一
ヶ
月
以
内

の
も
の
、
著
し
く
栄
養
の

悪
い
も
の
、
及
び
生
後
三

炭
疽
予
防
注
射
が
行
わ
れ
ま
す

牛
馬
所
有
の
皆
さ
ま
へ

ヶ
月
以

内
の
仔
牛

は
注

射

を
猶
予
す
る
の
で
当
日
ま

で
に
其

の
旨
係
員

に
届
出

て
下

さ
い

一
、
正
当
の
事
由
に
依
り
牽
出

出

来
な
い
も
の
は
注
射
当

日
迄
に
そ
の
事
由
証
明
書

「
獸
医

師
の
証
明

書
」

を

添
え
て
係
員
に
届
出
て
下

さ
い

。

例
年
の
こ
と
な
が
ら
又
新
学

期
が
参
り
ま
し
た
。

本
年
新
一
年
と
し
て
入
学
さ

れ
る
子
供
さ
ん
の
御
父
兄
の
方

々
は
何
か
と
御
心
配
の
こ
と
ゝ

思
い
ま
す
。

考
え
て
見
ま
す
と
、
入
学
、

結
婚
、
就
職
な
ど
は
人
生
の
最

も
大
き
な
問
題
で
、
殊
に
小
学

校
入
学
は
両
親
の
も
と
で
自
由

に
甘
え
て
い
た
の
が
一
応
規
正

さ
れ
た
団
体
生
活
の
中
の
行
動

が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら

新
入
学
兒
童
父
兄
の
皆
さ
ま
に

入

学

の

メ

モ

い
わ
ば
全
く
違
つ
た
精
神
状
態

と
環
境
の
中
に
お
か
れ
ま
す
の

で
御
父
兄
の
方
々
は
当
分
御
子

様
の
態
度
や
心
理
状
態
を
細
心

の
注
意
を
以
て
充
分
理
解
し
て

い
た
ゞ
き
適
時
適
切
に
担
任
の

先
生
と
御
連
絡
願
い
、
学
校
を

嫌
が
り
勉
強
が
き
ら
い
に
な
ら

な
い
よ
う
導
び
い
て
い
た
ゞ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
学
科
の
面
に
つ
き
ま
し

て
は
入
学
前
に
教
え
ら
れ
る
必

要
は
な
く
、
自
分
の
名
前
が
識

〃
　
〃

〃
　
二
七
日

〃
　
〃
″
　
二
六
日

″
　
二
五
日

″
　

二
四

日

″
　
二
三

日

″
　
二
二

日

〃
　
〃
″
　
一
九
日

″
　
一
八
日

二
月
一
七
日

月
　
　

日 第
　
　
　
　
二
　
　
　
　
班

午
後
一
時

か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前

九
時

か
ら

正

午

ま

で

午
後
一
時

か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前

九
時
よ

り

正

午

ま

で

午
前

九
時

か
ら

午
後
一
時

ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で

午

前
九
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で

午
後
一
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午

前
九
時
か
ら

正

午

ま

で

午

前
九
時
か
ら

午

後
一
時
ま
で

午
前
九
時
よ
り

午

後
一
時
ま
で

時

″
支
所
横

″
　

有

田

″
　

金
崎

倉
岡
　
吉
野

″

農
協
前

瓜
生
野

上
北
公
民
館

西
中
公
民
館

江
田
神
社
前

山
崎
公

民
館

村
角
保
育
所

花
ヶ
島
競
馬
場

池
内
公

民
館

実

施

場

所

塵
芥
運

搬
の
費
用

は
最

低
二

〇

か
ら
最

高
一
千
五
百
円

、
一

級

か
ら

八
級

ま
で
に
分
け
て
手

数
料

が
徴

収
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
費
用
、
昭
和
二
十
八
年

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
〆
め
て

一
百

六
十
一
万

七
百
二

十
円
也

各
戸
か
ら
集
め
ら
れ
た
こ
の

車

に
積

込
ま
れ
る
チ
リ
は
一
回

に
約
三
屯
半

、
一
日
二
回
の
約

七
屯

か
市
内
和
知
川
原
町
に
建

の
諺
ど
お
り
馬
鹿
に
な
ら
な
い

市
の
収
入
に
な
つ
て
い
る
と
い

う
。

「
チ
リ
も
積
れ
ぼ
…
…

別
出
来
る
程
度
で
結
構
で
あ
り

ま
す
。

た
ゞ
こ
の
日
を
以
て
從
来
家

庭
の
中
の
一
員
で
あ
つ
た
の
が

社
会
の
一
員
と
し
て
自
主
性
に

基
づ
い
た
行
動
が
開
始
さ
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
か
ら
お
子
供
の

基
本
的
人
権
を
充
分
尊
重
し
て

い
た
ゞ
き
、
「
自
分
の
子
供
」

と
い
つ
た
よ
う
な
考
え
方
を
こ

の
際
払
拭
し
て
人
間
と
し
て
そ

の
人
格
を
認
識
さ
れ
子
供
さ
ん

の
誇
り
を
良
い
方
向
に
育
成
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
に
二
、
三
周
知
事
項
を
列

記
致
し
ま
し
て
御
連
絡
に
代
え

ま
す
。

一
、
入
学
適
令
の
範
囲

小
学
疫

自
昭
和
二
二
年
四
月
二
日

至
昭
和
二
三
年
四
月
一
日

中
学
校

自
昭
和
十
六
年
四
月
二
日

至
昭
和
十
七
年
四
月
一
日

二
、
入
学
日

１
小
学
校

四
月
九
日
午
前
九
時

２
中
学
校

四
月
十
日
午
前
九
時

生
の
み
で
な

く
、
最
近
大
き

く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ツ
プ
さ
れ
て
き
た

観
光

宮
崎
の
大
き
い
義
務

で
も

あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
担
当
す

る
者

不
言
実
行
の
こ

と
ば
を
そ
の
ま

ゝ
に
市
内
を
走
り
廻
る
ガ
マ
君

の
一
行
は
今
日
も
明

日
も
市
民

の
手
足

と
し
て
寒
風

に
さ
ら
さ

れ
な

が
ら
出
動

す
る
。

（
広
報
係
）

市
街
の
美
化
は
市
民
の
衞

て
ら

れ
た
鹿

芥
焼

却
炉
へ
と
運

ば
れ
こ
ゝ
で
焼
か
れ
た
チ
リ
は

変
じ
て
有
効
な
肥
料
と
し
て
更

に
有

益
に
使
用

さ
れ
て
行

く
。

四
、
身
体
検
査
予

防
接
種

小
学
校

伝
染
性

の
疾
患
或
は
健

康

状
態

を
把
握

さ
れ
ろ
意

味

で
入

学
前
の
健
康
診
断

は

是
非

お
願
い
し

た
い
も
の

で
す
。
殊
に
入
学
前
三
ヶ
月
の

ヂ
フ
テ
リ

ヤ
。
種
痘
の
接

種
は
法
律
で
定
め
て
あ
り

ま
す
の
で
未

済
の
方
は
市

衛
生
課

と
御
連
絡
の
上
是

非

終
了
の
上
入
学
式
当
日

入
学
通
知
書
と
共
に
必
ら

ず
御

持
参
願
い
ま
す
。

そ
の
他
必
要
な
身

体
検

査

、
予
防
接
種

は
入
学
後

学
校
で
実
施
致
し
ま
す
の

で
御
諒
承
下

さ
い
。

中
学
校

必
要
な
諸
検
査
は
入
学
後

三

、
入
学
通

知
書

１

小
学
校

二
月
十
五
日
頃
迄
に
は
既

に
適
令
者

の
御
父

兄
の
御

手
許

に
お
届

け
し

て
お
り

ま
す
の
で
万
一
通
知
洩
れ

の
向
は
御
迷
惑
で
す
が
市

教

育
委
員

会
事
務
局
又

は

支

所
に
御
連
絡
下

さ
い
。

こ
の
通
知
書
は
学
校
で

整

理
保
管
す

る
こ

と
に
な

り
ま
す
の
で
亡
失
、
毀
損

の
な

い
よ

う
に
し
て
入
学

式
当
日
別
記
予
防
接
種
証

明
書
と
共
に
必
ら
ず
御
持

参
の
上
受
付

に
提
出

し
で

下

さ

い
。

２

中
学
校

中
学
校
の
入
学
通
知
書
は

六
年
在
学
中
の
小
学
校
を

通

じ
で
直
接
本
人
に

お
渡

し
致
し
ま
す
の
で
小
学
校

同
様
入
学
式
当
日
指
定
の

学

校
に
御
持

参

願

い

ま

す
。

衛
生
課
が
実
施
中
の
種
痘
と

ヂ
フ
テ
リ
ア
三
回
目

の
予

防
接

種
は
次
の
場
所
と
日
程
に
よ
つ

て
行

わ
れ
ま
す
。

ヂ
フ
テ
リ
ア
予
防
注
射
は
生

後

六
ヶ
月
以

上
、
種
痘

は
生
後

二
ヶ
月
以
上
の
児
童
に
洩
れ
な

く
受
け
て
い
た
ゞ
く
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

記

種
　
　
　

痘ヂ
フ
テ
リ
ア

三
回
目
の
予
防
注
射

二
月
十
五
日
か
ら
市
内
各
所
で

住
む
と
こ
ろ
、
い
つ
も
は
つ

き
り
届
け
ま
し
よ
う
！
人
権
は

住
民
登
録
で
守
ら
れ
る
！
こ
う

い
う
標
語

や
呼

び
か
け
で

、
住

民
登
録
の
届
出

が
喧
ま
し
く
叫

異
動
が
あ
つ
た
ら
十
四
日
以
内
に

住

民

登

録

は

済
ん
で
い
ま
す
か

二
月

十
五
日

〃
　
十
六
日

〃
　
十
七
日

〃
　
十
八
日

〃
　
十
九
日

〃
二
十
二
日

〃
一
十
三
日

〃
二
十
四
日

〃
二
十
五
日

検
査
月
日

国
富

、
赤
江
、
恒
久
の
各

小
学
校

、
郡
司
分

岩
切
、
安
井
世
話
人
宅

大
淀

、
古
城

小
学
校

太
田
保
育
所

宮
崎
、
小
戸

小
学
校

東
中
学
校

檍
、
潮
見
小
学
校

東
大
島
、
村
角
保
育
所

盲
学
校
、
大
宮
小

学
校

下
北
、
池

内
公

民
館

倉
岡
支

所

瓜
生
野
支

所

木
花
支

所

青
島
支
所

検
　

査
　

場
　

所

午
後
一
時
か
ら

四

時

ま

で

〃〃〃〃〃
時
　
　
　
　
間

実

施
致
し
ま
す

。

五

、
入
学
前
の
学
校
と
の
連
絡

各
学
校
と
も
入
学
前
父
兄

に
お
集

り
願
い
必
要
な

連
絡

事
項

や
御
意
見
を

お
伺
い
し

て

い
ま
の
で
何
卒
御
協
力
下

さ
い
ま
し
て
大

切
な
お
子
様

の
教
育
の
場
を
し
つ
か
り
認

識
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

六
、
附
属
小
、
中
、
そ
の
他
の

学
校
へ
入
学
の
場
合

附
属
小
、
中
学
校
へ
入
学

決
定
の
方
は
入
学
承
認
書
持

参
の
上
直
接
市
教
育
委
員
会

事
務
局
に
申
出
で
ら
れ
承
認

を
受
け
て
下
さ
い
。

ば
れ
る
の
は
、
勿
論
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
が
、

こ
の
制
度
は
、
市
町
村
の
住
民

を
確
実
に
把
握
し
、
た
と
え
ば

選
挙
人
名
簿
、
学
令
簿
、
予
防

接
種
台
帳
の
作
製
、
主
要
食
糧

の
配
給
、
生
活
保
護
の
実
質
な

ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
居
住
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
住
民
登
録
を
基
礎
に
し

て
、
住
居
証
明
や
同
居
証
明
、

印
鑑
証
明
な
ど
が
な
さ
れ
る
た

め
、
若
し
住
民
登
録
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
、
係
員
と
し
て
は

何
ん
と
か
便
宜
を
計
つ
て
あ
げ

た
い
と
思
う
時
で
も
、
基
本
に

な
る
住
民
登
録
が
な
さ
れ
て
い

な
い
以
上
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
場
合
が
、
多
々
あ
り
ま
す
の

で
、
市
内
で
転
居
さ
れ
た
り
、

市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
り
、
そ

の
ほ
か
変
更
に
な
つ
た
場
合
な

ど
、
そ
の
日
か
ら
十
四
日
以
内

に
届
出
る
よ
う
に
な
つ
て
い
ま

す
。
若
し
期
間
内
に
届
出
し
な

い
時
は
過
料
に
処
せ
ら
れ
、
嘘

偽
の
届
出
を
す
る
と
罰
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
を
確
実
に
行
わ
れ

る
と
、
こ
れ
に
よ
つ
て
生
き
た

住
民
票
が
で
き
、
皆
様
の
必
要

な
時
に
御
利
用
で
き
ま
す
し
、

そ
う
な
る
と
市
と
し
て
も
、
す

べ
て
の
市
行
政
運
営
上
、
必
要

な
調
査
や
名
簿
の
作
製
等
が
、

円
滑
に
進
ん
で
費
用
も
大
い
に

削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一

石
二
鳥
の
利
益
が
得
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
が
あ
つ
た
ら
、

一
日
も
早
く
お
届
け
に
な
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か
、
無
理
で
は
な
い
か
。

な

ど
を

よ
く
考
え
、
先
生
や

友
人

、
安

定
所
の
係
員
な

ど
と

よ
く
相
談

し
て
決

め

て

下

さ

い
。
　
　
　
　
　
　
（
広
報
係
）

六

、

身

体

状

況

に

つ

い

て
＝
仕
事
に
耐
え
ら
れ
る

自
分
の
性
質
は
ど
う
か
、
外

向
性
か
内
向
性
か
、
協
調
性

が
あ
る
か
、
責
任
感
は
ど
う

か
。

五
、
個
性
に
つ
い
て
＝

ど
ん
な
職
業
に
む
い
て
い
る

か
、
知
能
程
度
や
動
作
は
、

器
用
さ
は
。

四
、
適
性
に
つ
い
て
＝

る
か
、
た
や
す
く
就
職
で
き

る
か
。

三

、

雇

用

傾

向

に

つ

い

て
＝

ど
ん
な
働
き
口
が
あ

え
て
下
さ
い
。

強
く
興
味
を
持
つ
て
い
る
か

、
興
味
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ

る
か
を
自
分
自
身
で
よ
く
考

二
、
興
味
に
つ
い
て
＝

る
職
業
に
す
る
か
、
家
庭
の

事
情
に
よ
り
収
入
の
多
い
職

業
に
す
る
か
、
現
在
収
入
は
少

な

い
が
将
来
性

の
あ

る
職
業

に
す
る
か
を
家
庭
の
事
情
な

ど
か
ら
よ

く
考
え

て
下

さ
い

一
、
家
庭
環
境
に
つ
い

て
＝
親
や
兄
姉
の
す
ゝ
め

卒
業
期
が
近
く
な
り
ま
し
た

楽
し
い
学
窓
を
出
て
い
よ
　
　

き
び
し
い
社
会
に
巣
立
つ
て
就

職
す
る
方
々
は
ど
ん
な
心
構
え

が
必
要
で
し
よ
う
か
。

更
に

ど
ん
な
職
業
を
選

ん
だ

ら
よ
い
の
か

。
宮
崎
職
業
安
定

所
に
き
い

て
見
ま
し

た
。

就
職
の
心
構
え

行
な
い
ま
し
よ
う

３

月
1
5
日

申
告
所
得
税

確

定

申

告

納
期
日

早
目

に
申

告

を

昭和28 年度

ゴミを積む運搬車

勢揃いの係員
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